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仮 訳 

 
 

２００７年監視プログラム* 

 

 下記の物質が 2007 年監視プログラムに掲載される。 

 

１．興奮薬：競技会検査 のみ ブプロピオン、カフェイン、フェニレフリン、フェニル

プロパノールアミン、ピプラドロール、プソイドエフェドリン、シネフ

リン 

 

  

２．麻薬：競技会検査 のみ モルヒネ／コデイン比 

 

  *WADA 規程（4.5 条）：禁止リストに掲載されていない物質のうち、競技における薬

物乱用パターンを把握した方が得策であると WADA が判断したものがある場合、

WADA は、他の署名当事者及び各国政府と協議して当該物質に関する監視プログラム

を策定するものとする。 

 


